








MPGN の経過中に SLEの出現を認めた症例を経験した。この症例は C3 Nephritic factor(C3 

NeF)を認めていた。自験例の MPGN の検討で高率に抗核抗体や抗 DNA 抗体の一過性の出現を

認めており,又 MPGNにおいては NeF 等のごとき補体系に対する自己抗体の出現を認めるこ

とより自己免疫の立場から検討することが必要と考えられた。又キャリーオーバー症例の

検討は病態解明にとって重要である。 


